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令和４年郡山市議会12月定例会提案理由 
  

(令和４年11月30日) 

 本日ここに、令和４年郡山市議会12月定例会を開会するにあたり、当面す

る市政の課題並びに今回提出いたしました議案の概要等について御説明申し

上げます。 

 

はじめに、新型コロナウイルス感染症の状況について申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の陽性者については、本年９月26日から発生届

の全数届出見直しが全国一律で行われました。 

これに伴い、市町村ごとの新規陽性者数の把握が困難となりましたが、今

月に入り、本市を含め、全国的に新規陽性者数は増加傾向にあり、17日開催

の福島県新型コロナウイルス感染症対策本部員会議において、県内の感染状

況が第８波に入ったとの認識が示されました。 

市民の皆様には、感染リスクを低減させるため、場面に応じたマスクの着

用や、こまめな換気など、基本的な感染対策の徹底を引き続きお願いします。  

 

次に、新型コロナウイルスワクチンの接種状況について申し上げます。 

11月28日現在、本市の人口319,702人に対して、１回目の接種を終えた方

が271,232人で接種率84.8％、２回目を終えた方が269,588人で84.3％、３回

目を終えた方が216,376人で67.7％、４回目を終えた方が119,772人で37.5％

となっております。 

「５回目接種」については、４回目の接種を従来株ワクチンで接種した方

が対象となっており、11,909人の方が接種を終えております。 

また、９月26日から実施しているオミクロン株対応ワクチン接種について

は、接種を終えた方が、53,201人で、接種率16.6％となっております。 

「５歳から11歳まで」の方々の接種については、対象者18,867人に対して、

１回目の接種を終えた方が 6,929人で接種率 36.7％、２回目を終えた方が

6,750人で35.8％、３回目を終えた方が988人で5.2％となっております。 

さらに、「６か月から４歳以下」の方につきましても、ワクチン接種が可
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能となり、本市におきましても、11月９日から接種を開始したところであり、

11月28日現在で99人の方が１回目の接種を終えております。 

今後におきましても、「郡山市新型コロナウイルスワクチン接種専門委員

会」の御指導のもと、郡山医師会などの関係団体と緊密に連携し対応してま

いります。 

 

次に、市政を取り巻く情勢について申し上げます。 

はじめに、国の動向についてであります。 

去る10月28日には、「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」

が、また11月８日には「令和４年度第２次補正予算案」が閣議決定されるな

ど、世界的な景気後退が懸念される中、未来に向け、日本経済を持続可能で

一段高い成長戦略に乗せていく政策の方針が示されました。 

これら国の政策動向を注視し、時機を逸することなく市民生活、地域経済

に即連動させるため、引き続き迅速な情報収集と的確な対応に努めてまいり

ます。 

 

次に、最近の景気動向と雇用情勢について申し上げます。 

我が国の経済について、内閣府は11月の月例経済報告において、「景気は、

緩やかに持ち直している。」として基調判断を据え置いております。 

また、日銀福島支店は10月の金融経済概況において、「県内景気は、新型

コロナウイルス感染症の影響が和らぐ中、半導体不足の影響も和らいでおり、

緩やかに持ち直している。」と総括判断を据え置いております。 

雇用情勢については、郡山公共職業安定所管内の９月の有効求人倍率は 

1.87倍となっており、前月比で0.09ポイント上回り、県全体の倍率と比較し

ますと、0.37ポイント上回っております。引き続き、情報の収集・分析・提

供に努めてまいります。 

 

次に、本市の音楽・文化関係団体等の活躍については、本年も目覚ましい

ものがありました。 

音楽関係では、数多くの学校が受賞されており、今回は全国１位のみにつ
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いて御紹介させていただきますと、小・中学校では、全日本合唱コンクール

全国大会において、郡山第一中学校が混声合唱の部で、郡山第七中学校が同

声合唱の部で、それぞれ全国１位にあたる文部科学大臣賞を受賞したほか、

日本学校合奏コンクール全国大会グランドコンテストで郡山第二中学校が、

ソロ＆アンサンブルコンテストで橘小学校が全国１位にあたる文部科学大臣

賞を受賞するなど輝かしい成績を収められました。 

 市内の高等学校でも、合唱の各種コンクール全国大会で、顕著な成果を収

められました。 

 また、全国高校生太鼓甲子園では、帝京安積高等学校が最優秀賞を受賞し、

福島県勢として初の日本一に輝きました。 

 これらの結果は、日頃のたゆまぬ御努力の賜物であり、児童生徒の皆様と、

音楽・文化活動を支えてこられた教職員、保護者の皆様に心から祝意と敬意

を表します。 

スポーツ関係団体の活躍については、高等学校の各種競技県大会において、

ソフトボールで郡山北工業高等学校及び帝京安積高等学校が優勝、バレーボ

ールで郡山女子大学附属高等学校が優勝、サッカーで尚志高等学校が男女で

アベック優勝を飾り、それぞれ全国大会出場の切符を手にされました。 

 また、県内市町村対抗競技大会での本市チームについては、駅伝競走大会

では16区間中８区間で区間賞を受賞し、大会記録を更新して10年ぶり７度目

の優勝を、ソフトボール競技では、２年連続２度目の優勝を飾りました。 

この栄誉に対し、選手、関係者の皆様に心から祝意と敬意を表します。 

 

 次に、本市で開催された大規模大会等の実施状況について申し上げます。 

10月７日、８日には、「ありがとう！！震災から10年、助け合う女性パワ

ーに感謝！そして、次世代へ。」をテーマに商工会議所女性会の全国大会が開

催されました。 

全国205の女性会から本市を訪れた 1,472名の会員の方々による活発な意

見交換が行われたほか、大会の良き思い出となるよう、本市の豊かな自然や

風物、歴史に触れていただいたところであります。 

 また、こおりやま産業博については、10月21日から23日の３日間、「デジタ
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ルイノベーション」をテーマに産学金官が連携し、農・商・工・観光・福祉・

文化など本市産業が協奏した、ニューノーマルの総合展示会を３年ぶりに対

面で開催しました。 

150社の企業・団体の参加により、本市産業の魅力発信とビジネスマッチ

ングの推進が図られるとともに、ワークショップ等を開催するなど14,007人

の来場者がありました。 

また、オープンファクトリーについては、10月28日、29日の２日間、郡山

中央工業団地を中心とした参加企業10社により、普段は非公開の「工場見学」

や各社ならではの「ものづくり体験」を提供するため、県内初の試みとして

開催しました。 

 

続きまして、当面する市政の課題について申し上げます。 

はじめに、市制施行100周年記念プロモーション事業については、オール

郡山で記念事業に取り組むため、未来を担う大学生や市民活動団体関係者、

報道機関など、各界各層で構成する「郡山市制施行100周年記念事業プロモー

ション委員会」の会議を、10月14日及び昨日、11月29日に開催し、記念事業

の実施方針、ポスター等で使用するロゴマークの公募等について意見交換を

行ったところであります。 

今後におきましては、同委員会の御意見を伺いながら、記念事業がＳＤＧ

ｓの基本理念実現や次の100年を見据え、多くの市民の皆様に参画していただ

ける、意義のあるものとなるよう検討してまいります。 

次に、セーフコミュニティの推進については、去る11月8日から10日にオ

ンラインで現地審査が実施されました。 

本市におけるデータに基づいた取組をはじめ、市民協働、企業との連携等

について、海外審査員より高い評価をいただき、認証のための７つの指標を

充分に満たしていると判断され、セーフコミュニティ再認証の内定を受けた

ところであり、再認証式は来年２月４日に開催する予定であります。 

今後もＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）の方針のもと、ＳＤＧｓの基本

理念の達成に向け、引き続き「セーフコミュニティ郡山」のまちづくりを市

民の皆様とともに推進してまいります。 
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 次に、麓山地区立体駐車場については、来年２月１日に供用を開始いたし

ます。これにより、麓山地区とその周辺地域における公共施設利用者の利便

性の向上に資する施設として、多くの市民の皆様に御利用いただけるものと

考えております。 

次に、気候変動・地球温暖化対策については、今月20日に閉幕した第27回

国連気候変動枠組条約締約国会議(ＣＯＰ27)において、再生可能エネルギー

導入を加速するなどして、気温上昇を産業革命前の1.5℃に抑える努力を追求

することなどが合意されました。 

このような中、本市では、2021年３月に策定した「郡山市気候変動対策総

合戦略」について、今年度末の改定を目指し、現在、本市環境審議会におい

て御審議いただいているところであります。 

今後とも、「2050年カーボンニュートラルシティ・郡山」の実現に向け、「緩

和」と「適応」の両輪による取組を更に充実いたします。 

 次に、令和５年度当初予算編成については、「ベビーファースト（子本主

義）実現型 課題解決先進都市の創生を目指す新年度予算」を基本方針とし、

去る10月５日に各部局へ通知し、公開いたしました。新年度予算は、コロナ

感染再拡大防止等に留意しながら、あらゆる分野においてＤＸの活用を図り、

社会課題解決と経済成長の同時実現を目指すものであります。 

 特に、ヤングケアラーへの対応も含めた「子育て支援」や「気候変動対策」

などは主要な柱と位置づけ、部局間協奏を強化し、バックキャスト思考によ

り「誰一人取り残されない」ＳＤＧｓの基本理念のもと、全ての市民の「開

物成務」精神の自治力により、健やかな市民生活が営まれる事を目指してま

いります。 

 

続きまして、提出議案等の概要について申し上げます。 

 はじめに、新型コロナウイルス感染症への対応については、今後の感染拡

大に備え、ＰＣＲ検査及び感染者の入院に伴う医療費等に要する経費を計上

しております。 

次に、子育て応援給付金については、国の臨時交付金を活用し、物価高騰

の影響下にある子育て世帯を支援するため、本市独自の応援策として、市内
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在住の０歳から15歳までのこども1人につき３万円を支給する経費を計上し

ております。 

次に、ベビーファースト運動の一環として、外出しやすい環境づくりのた

め、公共施設へのおむつ交換台や図書館への貸出用ベビーカーの配置に要す

る経費を計上しており、今後も順次拡大していく予定であります。 

次に、学校給食については、保護者への支援を一層強化するため、臨時交

付金を活用し、第３学期の学校給食費を全額公費負担する経費を計上してお

ります。併せて、教職員の働き方改革や学校経営力の更なる向上について、

県教育委員会と連携して取り組んでまいります。 

次に、農商工連携による販路拡大と観光誘客については、これまで取り組

んだベトナムと香港に加え、本市への来訪の多い「タイ」を新たなターゲッ

トとするプロモーション事業に要する経費を計上しております。また、宿泊

施設の支援については、省エネルギー等の環境整備を推進する経費を計上し

ております。 

 次に、まちづくりの推進については、地域主体の公民協奏による安全で歩

きたくなるまちづくりを支援するため、俯瞰型の地域ビジョン策定に向けた

現況調査やデータ分析、社会実験等に要する経費を計上しております。 

次に、マイナンバーカードについては、市民の皆様の申請率が今月28日現

在で61.62％となりましたが、更なる取得支援に向けて、各企業や福祉施設な

ど、市民の皆様がより身近な場所で申請・取得が可能となるよう出張窓口を

拡充する経費のほか、来年度においても引き続き切れ目のない体制を整備す

るため債務負担行為を計上しております。 

 次に、読書環境の整備については、ＤＸ活用の生涯学習時代に相応しい図

書館を目指して、来館が不要で24時間利用可能な電子書籍を増冊する経費を

計上しております。 

 次に、ゼロ市債の活用については、公共工事の早期発注を図るため、道路

維持管理事業等に係る債務負担行為を計上しております。 

 次に、要援護者のごみ出しについては、速やかに申請を受け付け、来年４

月からその支援を開始するための債務負担行為を計上しております。 

次に、職員等の給与改定については、本年の人事院勧告及び福島県人事委



 

- 7 - 

員会勧告を踏まえ、一般職の職員の給料表を若年層を中心に平均0.23パーセ

ント、期末勤勉手当の年間支給月数を0.1月分引き上げるものであり、関係条

例を提出しております。 

また、地方公務員法の改正により、職員の定年を段階的に引き上げること

に関する条例についても提出しております。 

次に、市税については、コロナ禍による経済活動停滞からの緩やかな回復

などにより、今年度の個人市民税、法人市民税、固定資産税などにおいて増

収が見込まれることから、補正予算を計上しております。 

以上が提出議案等の概要であり、この結果、一般会計補正予算案は、29億

4,420万８千円の増額、累計では、1,512億7,599万４千円となり、前年度同期

に比較し、0.5パーセントの増となります。 

 また、特別会計補正予算案は、介護保険特別会計など、13の特別会計にお

いて、それぞれの目的に沿った経費を計上しております。 

 この結果、特別会計補正予算総額は、１億9,079万５千円の減額、累計では、

1,040億4,867万２千円、前年度同期に比較し、1.4パーセントの増となります。 

 従いまして、一般及び特別両会計の補正予算額は、27億5,341万３千円、累

計額は、2,553億2,466万６千円となり、前年度同期に比較し、0.9パーセント

の増となります。 

  

次に、条例及びその他の議案としては、「郡山市保健センター条例の一部

を改正する条例」など条例議案14件、西部第一工業団地に係る「財産の処分」

や「開成山公園等の指定管理者の指定について」など、その他の議案11件を

提出しております。 

よろしく御審議の上、御賛同を賜りますようお願い申し上げ、提案理由と

いたします。 

なお、本会期中に契約議案及び人事案件の追加提出を予定しており、加え

て、現在審議中の国の第２次補正予算等に関して、速やかな対応が必要な案

件については追加提出をいたしますので、あらかじめ御了承をお願い申し上

げます。 

 以 上 


